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はじめに
「正常化」時代のチェコスロヴァキアにおいて社会主義リアリズムの枠から大き
くはみ出す芸術作品、体制にとって好ましからざる人物やその作品をあっかうよう
な書物は、当然ながら「正式」なものとして刊行するのがきわめてむずかしかった。
セクシヨン
だが、それを音楽家ユニオン・ジャズ部門は法律のグレーゾーンを利用しでもの
の見事にやってのけた。合法的な組織の会員向けの印刷物は検閲局に提出する必要
がないという、古い免除規定をうまく利用して、出版という特権を享受したのだ、っ
た。とりわけ 1970年代後半からはじまるふたつの芸術叢書、「状況（Situace）」と
「ジャズベティト（Jazzpetit）」はまさにそれを象徴するようなシリーズとなった。
前者は公式の芸術シーンからはみ出してしまう造形芸術家のモノグラフからなる一
一つまりは「退廃芸術」を取り上げる一一叢書で、後者には音楽、美術、文学、演
劇Jなど幅広いジャンルのテーマをあっかう書籍が収められている。ふたつの叢書が
なければアンダーグラウンドに留まりつづけただろう芸術家や作品が、たとえ数は
かぎられていたとしても、当時の「公式Jの芸術シーンに登場することができたこ
との意味はやはり大きいといわざるをえない。 しかし容易に想像されるように、こ
うした行ないがいつまでも許されるはずもなく、ジャズ・セクションの出版活動は
ほどなくして強制的に停止させられてしまう。そればかりか、これがきっかけのひ
とつとなって、ジャズ・セクションそのものも活動停止を余儀なくされ、さらには
主要メンバーの逮捕という事件までもが起きてしまう。一一「正常化J時代のチェ
コスロヴァキアの芸術シーンに独自の、そしてたいへん大きな貢献を果たしたジャ
ズ・セクションの出版活動が置かれていた状況はざっと以上のようなものだった（1）。
(1）ジャズ・セクションの組織と活動については、以前その全体像を概観したことが
ある。くわしくはその論文（赤塚 「（グレー・ゾーン）に生きる芸術」）とそこでも
ちいた、 Kou日，Jazzovasekce V case a necaseをはじめとする関連文献を参照して
いただきたい。そこから漏れてしまっていたが、最重要文献のひとつと呼びうる Srp,
竹伊me白1estaηrもここであげておきたいと思う。
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ここではこれから、その出版活動においてもとくに重要な役割を担っていた「ジ
ャズベティト」叢書にまつわることがらをひとつ取り上げてみたいと思う。前述の
とおりこれは多様なテーマをあっかうジャンル横断的なシリーズだったが、 1979
年刊行の第1巻は音楽にかかわるものだ、った。この組織が音楽家ユニオンのひとつ
セクシヨン
の部門であることからすれば、それ自体は至極当然のことのように思えるだろう。
ところが、その音楽とはロックのことで、しかもテーマは歌詞だった。タイトルは
じつにわかりやすく『ロックの詩』というもので、その中身はといえば、序文以外
はミュージシャンごとに並べられた、ロックの歌詞のチェコ語訳だけなのだ（2）。き
わめて素朴な疑問ながら、これはいったいどういうことなのか。ジャズ・セクシヨ
ンが企画した芸術叢書の第1巻がロックの歌詞のみというのはどういう理由からの
ことなのか。もちろん偶然ということもあるだろう。しかし、ジャズ・セクション
の出版物から判断するかぎり、それなりの理由や背景があったようにも思えてくる。
本論では実際にその出版物を参照しながら、この問題について考えてみることにす
る。
ジャズ・セクションとロック
さて、そのような観点からすると、まず「ジャズベティト」叢書においてロック
の占める比重が決して小さくなかったという事実に一一 あくまでも結果からさかの
ぼってみた場合の見え方にすぎないとはいえ一一注目しないわけにはいかない。出
版以前の段階で没収されたものをのぞけば、芸術にかんする本が全部で 23冊この
叢書から刊行されており、そのうち6冊がロックにかかわっている。そのタイトル
を具体的にみておくなら、『ロックの詩』につづいて、チェコのロック史、歌詞、デ
ィスコグラフイ、写真、新聞記事などを収める第5巻『チェコのロックンロール
1956-1969』（1981年刊行）、 1980年 12月に亡くなったジョン・レノンにかんする
本で、『プレイボーイ』誌のインタビューの翻訳、ジョンの死にかんするヨーコとシ
ョーンの声明、ディスコグラフィ、写真などを収める第6巻『ジョン ・オノ・レノ
ン』（1981）、そして3分冊の「事典風ハンドブックJ、すなわち第 12巻『ロック
2000/A-K』（1982）、第四巻『ロック 2000/L-R』（1983）第22巻『ロック 2000
/8-Z』（1984）が刊行されている（3）。ジョン・レノンの本以外は、ロックという音
<2) Rockova poezie, Jazzpetit c.1. 
<3) Ceskf Rock b’Roll/ 1956’1969, Jazzpetit己.5; John Ono Lennon, Jazzpetit c. 
ロックの詩とともに 「正常化J時代におけるジャズ セクションの活動について（2) 3 
楽、ならびにそれに関連するさまざまな事象を紹介するための本とみなせるにちが
いない。いいかえるなら、いずれもロックの受容を後押しするような類いの本だ。
当時はロックについてこの種の本が必要とされる時代でもあったのだろう。
ジャズ・セクションの当時の主要メンバーだったヴラジミール・コウジル（1944・）
によれば、「ジャズベティトJ叢書の第1巻は準備に約2年かけてから印刷にまわさ
れたという（4）。そのころのジャズ・セクションの会報『ジャズ一一同時代音楽の報
告書』をみると、同様にロックに比較的多くのスペースが取られている。たとえば
1978年4月発行の第23号では、ブルースのライトニン・ホプキンス、現代音楽の
フィリップ・グラスとともに、グレイトフノレ・デッドーーーその紹介がここから3号
にわたって連載一一、タンジェリン・ドリーム、キャプテン・ビーフハート、デイ
ヴ、イッド・ボウイ、ブライアン・イーノといったロック・バンド／ミュージシャン
が取り上げられ、ロックのステージ・パフォーマンスにかんする論文 「ロックと演
劇」も掲載されている。同年12月発行の第24号でもアート・ベアーズ、フランク ・
ザッパ、ファッグス、ローリング・ストーンズ、ヴェノレヴェット・アンダーグラウ
ンド、ライ・クーダー、キャンド・ヒート、スティーリー・ダンが取り上げられ、
そして翌79年8月の第25号でも、紹介記事の連載が完結するグレイトフル・デ、ツ
ドのほか、 トム・ロビンソン・バンド、 トム・ウェイツなどが取り上げられている
(5）。「ジャズJという言葉がメインタイトノレになければ、ジャズ・セクション（とい
う名称から普通想像されるような内容）の会報にはみえず、むしろサブタイトルと
してあがっている「同時代音楽の報告書」のほうが標題としてはふさわしい誌面構
成となっている。その「同時代音楽」のなかでもとりわけロックが大きな場所を占
めていたというのは、とりもなおさず、ジャズ・セクションとその会員のなかでは
ーーというのも『ジャズ』誌は会報なのだから一一、ロックという音楽に大きな関
心が寄せられていたということでもある。『ロックの詩』に話をもどすなら、この本
が刊行された背景にロックが「同時代音楽」としてこのように注目されていたとい
う事実があることを見落とすわけにはし、かない。「ジャズベティト」をスタ トー させ
6; Rock 2000/ A-K, Jazzpetit己.12; Rock 2000/ L-R, Jazzpetit c. 19;Rock 2000/ 
S-Z, Jazzpetit c.22. 
<4l Kouril, Jazzova. sekce v case a necase, 252. 
(5) Jazz, c.23; Jazz, c.24; Jazz, c.25.ちなみに第23号のいわゆる裏表紙で大きく
フィーチャーされているのはジェネシスのピーター・ガブリエノレで、舞台でパフォ
ーマンスをする姿をミディアム・ショットで‘撮ったモノクローム写真1枚が大きく
引き伸ばされている（第24号はウェザー・リポートのジョー・ザヴィヌノレ）。
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る最初の書籍になったのは偶然だとしても そうなる必然的な理由はないとして
も一一、すくなくともこの芸術叢書のなかでもロックにそれなりに大きな比重が置
かれたのも理由のないことで、はなかったということだ。しかし、どうしてジャズ・
セクションとその会員たちはこれほどまでにロックに注目したのだろうか。
この本が「ジャズベティト」の1冊として刊行されたことの背景には、もうひと
つ出版メディアの問題があったことも指摘しておこう。1989年のビロード革命以前
の社会主義時代のチェコスロヴァキアにはいわゆるポピュラー音楽をあっかう「正
式な」雑誌がふたつしかなかった。そのひとつがジャス・セクションの会報『ジャ
ズ』で、倉lj刊は 1972年だ、った。それまでは月刊誌『；二子、Jニ』（1963年創刊）
がただひとつあるだけで、しかもそれは公認のポップ・ミュージックをおもに取り
上げるものだったのだ。そこに会員限定の非売品ながら『ジャズ』が登場したこと
には、いうまでもなくたいへん大きな意味があった。その『ジャズ』が自由な文化
的活動を推進していたジャズ・セクションの会報として、ジャズだけでなく、ほか
のさまざまなジャンルの「同時代音楽jを取り上げていったのは、見方によっては
不可避的なことで、あったといえるかもしれない（6）。とすれば、このような状況のも
とでスタートした「ジャズベティト」叢書のなかでロックが重視されているのはま
ったくもって当然のことといわなければならないだろう。
テクスト
ロックの歌調
しかしそれにしても、どうして歌詞なのか。外国語で歌われる楽曲に関心があれ
ば、その歌詞の意味を知りたいと思うのはじつに自然なことだろうし、たとえば日
本にも外国の著名なミュージシャンの訳詩集やそれに類する本はいくつも出版され
ている。これまでみてきたことから、「正常化」時代のチェコスロヴァキアにおいて
ジャズ・セクションが出版物においてロックに大きなスペースを割く理由も十分に
理解することもできる。しかし、その歌調にこれほど大きな関心が寄せられるのは
どうしてのか。第1巻目かどうかはともかくとしても、叢書を企画する最初の段階
でロックの歌調のアンソロジーを検討することになった あるいは、検討しなけ
ればならなかった一一ーのはどうしてなのか。
これについては当時ジャズ・セクションの実行委員会に属していたカレノレ・スル
プ（1937-）の言葉が興味深い。2008年6月19日にチェコ ・テレビ2で放映され
(6) Kouril, Jazzova sekce V case a necase, 38・39.
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たジャズ ・セクションのドキュメンタリ一番組のなかで、スルプは当時を振り返っ
てつぎのように述べている。
信じられないことですが、全体主義の時代には数多くのジャズ・コンサート
が開かれていました。プラハだけでも、ざっと見渡すと、さまざまなクラブで
月に 50、60のジャズ ・ライブが行なわれ、話題になっていました。 8月以後
ポリシェグィキ
〔1968年のいわゆるチェコ事件以後〕、コミュニストはもうあまりジャズは追
及しませんでした。容易にできることではないことがわかったのです。つづい
て追及したのはロック ・ミュージシャン、とりわけ歌詞でした。
まず驚くべきことに〔1974年に〕第1回プラハ ・ジャズ ・デイズを開催す
ることができ、しかもそれをつづけることもできました。コンサートの準備が
できるのは法律家だけでした。提出すべき何ページにもわたる複雑な書類には、
すべてのグループとそのメンバーを記入しなければなりませんでした。レパー
トリーをチェコ語で書いた資料も添えました。英語で歌うことは禁止されてい
ました。外見には気を遣いました。長髪は禁じられ、ネクタイが推奨され、ド
ラマーだけがジャケットを脱いでもよかったので、す。お笑い種ですが、残念な
がら実際にこんな具合でした。ホールは普段着姿の内務省の役人だらけでした。
(7) 
ちょうどこの時代にロックがどういう音楽だったのか、何を象徴していていたのか
ということも思い出しておこう。ジャズ ・セクションとオーデ、イエンスがそれを意
識していないわけがないし、もしそうであるなら体制側がロックをその歌詞ととも
に恐れたとしてもなんら不思議はない。そのロックなるものをより深く知るために
は、何が歌われているのかを知る必要もあっただろうし、歌調の翻訳アンソロジー
がその必要のなかから生まれてくるのも当然のことだ、ったといえるだろう。
それではここで『ロ ックの詩』にどういう作品が収められているのかをみておく
ことにしよう。巻末に置かれた「目次」にはロック ・ミュージシャン／バンドとそ
(7) 〔 〕は引用者による補足。このドキュメンタリーはチェコ ・テレビのウェブサ
イトからインターネット配信されている。”Jazzovasekce - Ceska televize.” 
Premiera: 19. 6. 2008 v 20:00 na己T2.
http://www.ceskatelevize.cz/porady/10169743762・jazzova’sekce/20856226881/
(2014年 11月5日現在）
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のアルバム ・タイトルがあがっている。タイトルに英語の原題とチェコ語訳を併記
し、そこにリリース年も添えながら、 「目次」 全体を訳出すると以下のようになる。
アージヱン卜（ARGENT）『連鎖（NexusI Nexus）』（1974)
キャプテン ・ビーフハート（CAPTAINBEEFHEART）『スポットライト ・キッド（The
Spotlight Kid / Dcera reflektoru）』（1972）、このアルバムからのセレ
クション
ドアー ズ（DOORS）『まぽるしの世界（StrangeDays I Podivn岳dny）』（1967)
ジェネシス（GENESIS）『怪奇骨董音楽箱（NurseryCryme I D邑tslくすzlocin）』（1971)
『フォックストロット（Foxtrot/ Foxtrot）』（1972)
『月影の騎士（SellingEngland by the Pound / Prodav品Angliiza libru）』
(1973) 
『トリック・オブ・ザ・テイル（Afick of the Tail I Podvod s ocasem）』
(1976) 
スティーヴ・八ケット（STEVEHACKED）『ヴォヤー ジ・オブ・ジ・アカライト（Voyage
of the Acolyte / Ministrantova plavba）』（1975)
ピー ター ・八ミル（PETERHAMILL)『ザ・サイレン卜 ・アンド ・ジ・工ンプティ ・ス
テージ（TheSilent Corner and the Empty Stage I Tich邑zakoutf
prazdneho jevist邑）』（1975)
ジェスロ ・タル (JETHROTULL)『アクアラング（AqualungI Aqualung).n (1971) 
『ジェラルドの汚れなき世界（Thickas a Brick I VyFazen ze hry）』
(1972) 
『パッシヨン ・プレイ（APassion Play / Pasijova hra）』（1973)
『天井桟敷の吟遊詩人（Minstrelin the Gallery/ Trubadur na galerii) .n
(1975) 
『ロックンロールにや老だけど死ぬにはチョイと若すぎる（TooOld to 
Rock 'n' Roll: Too Young to Die! / PFflis staFf na rock h’Roll, pFflis 
mladf na to, abychom umFeli)』（1976)
『ウォー ・チャイルド（WarChild / Dfte valky）』（1974)
キング・クリムゾン（KINGCRIMSON）『クリムゾン ・キングの宮殿 (Inthe Court of 
the Crimson King/ Na dvoFe karmfnoveho krale Crimsona）』（1969)
『ポセイドンのめざめ（In the Wake of Poseidon / V patach 
Poseidon a）』（1970)
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『リザー ド（Lizard/ Jest邑「ka）』（1970)
『アイランズ (IslandsI Ost「ovy）』（1971)
『太陽と戦傑（Lark’sTongues in Aspic / Ski'ivancf jaz戸kyvaspiku）』
(1973) 
『暗黒の世界（Starlessand Bible Black/ Bez hvezd a bible）』（1974)
マザー ズ・オブ・インペンシヨン（MOTHERSOF INVENTION）『フリー ク ・アウト！
(Freak Out/ Freak Out！）』（1966)
『アブソリュートリー ・フリー（Absolutely Free / Absolt」tn邑
svobodnej）』（1967）、このアルバムからのセレクシヨン
『ウィー ・アー ・オンリー ・イン・イツト・フォー ・ザ・マ二一（We’reOnly 
in It for the Money / D邑lameto jenom pro penfze）』（1968)
ピンク ・フロイド（PINKFLO YD）『おせっかい（MeddleI Ozv邑ny）』（1971)
『狂気（TheDark Side of the Moon / Odvracena strana m邑sfce）』
(1973) 
『炎あなたがここにいてほしい（WishYou Were Here/ Pi'al bych s1, 
abys tu byl)』（1975)
『アニマルズ（AnimalsI Z vii'ata）』（1977)
クリス ・スクワイア（CRISSQUIRE）『フイツシュ ・アウト ・オブ・ウォー ター （未知
への飛朔） (Fish Out of Water I Ryba na suchu）』（1975)
ビー ト ・シンフィー ルド（PETESINFIELD）『ステイル（StilI Stale）』（1973)
イエス（YES）『こわれもの（Fragile/ Ki'ehke）』（1971)
『海洋地形学の物語（Talesfrom Topographic Oceans / Pov邑stiz 
topog「afieoce品nu）』（1973)
『リレイヤー （RelayerI Pi'enos）』（1974) (S) 
「超」の字が付くようなビッグネームはいないものの、それなりに知られていて、
＝アなファンがいるようなバンドやミュージシャンが選ばれていることがひと目み
ただけでもわかる。いわゆるプログレッシブ ・ロックにカテゴライズされるか、そ
れに近いところにいるミュージシャンやバンドが多いようにみえるが、決してそれ
だけではなく、その点を意識すると、むしろ一貫性がないようにも思える不思議な、
<s) Rockova poezie, 155.日本版のあるものはその邦題にあわせ、ページ番号は省い
た。
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しかしなかなかに味わい深いセレクションとなっている。当時としてはそれなりに
kんがった
先鋭的な音を出していた、という点が共通しているといえなくもない気もするが、
さりとて歌詞についてもなにか共通項がみいだせるかといえば、独自の世界をつく
りあげているといったありきたりのことしかし、うことができない。いずれにしても、
これらのアルバムに収録された曲の歌詞（のチェコ語訳）をただそのまま一一見方
によっては無造作に一一並べて載せているのが、「ジャズベティトJ叢書の最初を飾
る『ロックの詩』なのだ。
この種のアンソロジーではたいていの場合、表紙や扉に選者や編者の名前が、翻
訳書ならそれにくわえて翻訳者の名前が出ているものだが、この本にはそれがない。
そうした責任の所在を明確にしないのかと思いながらさがしてみると、選者につい
ては、小さな文字で書かれた奥付のなかに「選定はカレル・スノレプ・ジュニアとヨ
ゼフ・ヴルチェクが手がけた」という記述がみつけられる（9）。おそらく事実の記録
程度にとどめておこうとしたのだろう。 しかし、翻訳者の名前はどこにもない。序
文のあとに置かれた、「sJによる一一寸翠者のひとりカレル・スルプ・ジュニア（1958-) 
テクスト
ということだろうか一一註記によれば、歌詞はジャズ・セクションに送られたもの
で、翻訳者ははっきりとしておらず、文体にもあえて手をくわえていないのだとい
う（10）。ヴラジミーノレ・コウジノレは、この本に先行するものとして『ジャズ』の同名
のセクションがあると述べており（11）、実際に会報にも「ロックの詩j と題された見
聞きのセクショ ンが設けられている。ここに掲載されているがジャズ・セクション
に送られた訳調だったらしい。ただし、これがはじまったのは 1977年 8月発行の
第 20号からでしかなく、かならずしも会報に掲載された歌詞を再収録することで
この本ができているわけではない。
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〈謎に；満ちた不思議な旅〉へ
さて、この註記は措くとすれば、ロックの歌詞のみによって構成されている本書
において唯一例外となっているのは、もうひとりの選者ヨゼフ・ヴルチェク（1951-) 
によって書かれた序文で、タイ トルを「宇宙のオデュッセイア 1966-1978への序
文（Uvodk vesmirne odyseji 1966”1978）」とし、う（12）。これがスタンリー・キュー
(9) Ibid., 157. 
(10) s，”Pozn. technickeho razu，”4. 
(ll) Koufil, Jazzova sekce V case a necase, 252. 
(12) Vl白k，”Uvodk vesmirne odyseji 1966-1978.”この序文は2ページという短い
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ブリック監督の映画『2001年宇宙の旅（2001:A Space Odyssey）』（1968）のタイ
トル一一原題をそのまま訳せば「2001年一一宇宙のオデュッセイア」となり、また
そのチェコ語タイトルは「2001:Vesmirna odysea」とし、うーーをもじったものだ
ろうことはまずまちがいなさそうだ。そこから想像されるように、この序文は本の
内容を「宇宙の旅」に見立てて紹介していくエッセイといった面持ちの文章からな
っている。そのせいか、はたまた社会主義の時代に非合法すれすれの出版活動を行
なっていることからくる一種の輯晦なのだろうか、いくぶん意味の取りにくいとこ
ろもあるが、当時の状況やその空気を伝えてくれる興味深い文章であることには変
わりがない。時代の記録でもあるこの序文をこれから実際に読んでいくことにしよ
フ。
『ロックの詩』の序文を読むなら、やはり標題とともにはじめるのがいいだろう。
宇宙のオデュッセイア 1966-1978への序文
いや、違う、過去 20年のロックの詩を収めるこのささやかなアンソロジー
を最終的で、唯一可能な、決定的なものとは考えないでいただきたい。入手し、
翻訳できたものを集めているにすぎない。ここにはカリフオノレニアのシンガー
も、コーエンも、デイランも、レノンも、「ニューウェイヴJの政治的な歌詞
も、ルー・リードも、スプリングスティーンも、パティ・スミスも、さらには
知りょうもない誰かも載っていない。これは現在のものではなく、歴史的なも
のなのだ。収められているのはひとつの世代のさまざまな運命であり、その世
代は先行者たちのブルジョワ世界に別れを告げ、ロマン派的な身振りをみせな
マヅ カル
がら危険を覚悟の上でみずからの旅へと歩み出したのだ、った。（謎に満ちた
ミステリー ツアー
不思議な旅）へと。
わざわざ名前をあげて取り上げていないことを確かめるということは、これらのミ
ュージシャンが当時よほど注目されていたことの証しでもあるだろう。これを書い
ている 2014年の秋から振り返ると、時間的距たりがあるだけによりいっそう、ニ
ューウェイヴなどと呼ばれた音楽が相当な勢いを持っていたことがよくわかる。そ
こに「世代」、「ブ／レジョワ世界」、「ロマン派的な身振りJといった独特な色彩のあ
る言葉が絡んでいくのも時代のあらわれだろうか。いずれにしても、この「宇宙の
ものなので、以下、引用・参照をするさいは、煩雑になるのを避けるためその都度
該当ページをしめすことはしない。
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旅 」を「謎に満ちた不思議な旅」といいかえる 日本語に訳すといささか
興ざめな表現になってしまうが一一ことから語りはじめている。
これはとても奇妙な旅であり、とても奇妙な終わり方をした。この世界から
ニノレヴァーナ ニル ヴァーナ
宇宙空間の忘我の境へと全面的に入って行ったのだ。夢見られた忘我の境へと。
着陸の見込みはない。
このあと序文の言葉はまた現実世界を描き始め、『ロックの詩』のなかでどういう
種類の歌調が取り上げられているのかを説明していく。
ロックの歌詞といえば、無邪気な恋愛か、 1962-63年のデイランのようなナ
イーブなプロテストソングのどちらかだと思い込んでいる、不案内な読者や聴
き手にとっては、たとえばイギリスやアメリカの若者の、音楽界からの代弁者
たちによる、新しい世界とそこでなされる真理を求める旅の物語は何か新しい
ものとなるだろう。しかし、それが終わりを迎えても驚くにはあたらない。 世
界一一私たちがそこから出発したところーーについての真理をつかもうとす
る私たちの旅も行き詰まっているからだ。「真理は普遍的なものであり、私に
属しているのではなく、すべてのものに属している。真理が私を所有している
のであり、私がそれを所有しているのではなしリとカール・マルクスは問題の
核心を明らかにしている。この慌ただしい 12年間全体は、こう した普遍的な
ものへと到達しようとする無駄な努力にすぎなかった。その新しいかたちを作
り出そうとする試みに留まっているにすぎなかった。
言葉がまとう色彩にある種の傾向がはっきりとあらわれてきている。 ここでいわれ
る「私たちの旅Jは文字どおり書き手とそのまわりの者たち（ジャズ・セクション
にかかわる者たち、さらにはチェコスロヴァキアに暮らす「普通の」人びと）のこ
となのか、それとも「正常化」 時代のチェコスロヴァキア（あるいはそこで国を動
かすコミュニストたち）のことなのか。すくなくともこうした文章においては、と
きに両者を重ね合わせて考えられるような そう しないといけないような一一ー状
況が時代の特徴であるといえばいえるのかもしれない。なお、 引用されているマル
クスの言葉は1843年に発表された「プロイセンの最新の検閲司｜令にたいする見解J
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からのものだ（13)0 
マジカル ーミステリー ．ツアー
しかし、ふたたび（謎に満ちた不思議な旅）へともどることにしよう。その
予定表はどのようなものなのだろうか。
この言葉とともに、これまでみてきた導入部ともいえる部分は幕を閉じ、 「宇宙のオ
デュッセイアjは本格化する。
旅のはじめは以下のとおりだ。
1. 出発
私たちの場合はザッパとドアーズ。実際にはさらにジェファーソン・エアプ
フラワ ー
レイン、ラブ、ファッグス、そして 1966年の花盛りの暑い夏を彩る、すくな
マジカル ・ミステリー ツアー
くとも 1ダースはあるほかのグ、ループもだ。（謎に満ちた不思議な旅）へと逃
避せざるをえなかった原因の分析。「きみがよそ者でいるあいだは、人びとは
打ち解けてくれないj (14）。「テレビをこんなふうに観ていたら気分が悪ってし
まうだろう」（15）。「やつらは大地に何をしたのかワ ぼくたちのきれいな妹に
何をしたのかつ 略奪し強奪し、彼女を引き裂き、噛み切った。曙光に照らさ
れた、彼女の脇腹にナイフをいくつも突き刺した」（16）。「われわれの子供はみ
(13）マルクスのテクストにはもちろん邦訳もある（マルクス「プロイセンの最新の
検閲司｜｜令にたいする見解」）が、引用は序文のチェコ語にもとづいている。
(1心ドアーズ「ストレンジ・デイズ（StrangeDays) J （『まぼろしの世界（Strange
Days）収録』の一節。チェコ語訳［と英語原文］は以下のとおり（『ロックの詩』
本編にみつかる場合はそのページも記しておく。以下同じ）一一”Lidejsou podivni, 
kdy量tyjsi cizinec”（Rockova poezie, 13). ［”People are strange when you’re a 
stranger.”］以下、歌詞を訳出するさいは、誤訳と覚しき個所もふくめて原則とし
てチェコ語にもとづくこととする。なお、序文では引用のさい個々の歌詞について、
誰のどの曲からのものかは具体的にしめされてはいない。
(15）マザーズ・オブ・インペンション「トラブル・エブリデイ（TroubleEvery Day) J 
（『フリー ク ・アウ ト！(Freak Out！）』収録）の一節。チェコ語訳［と英語原文］
は以下のとおり一－＂ Asisemi u品laspatn品ztoho koukani na televizi”（Rock ova 
poezie, 106). ［”I’m about to get sick from watchin’my TV."] 
(16）ドアーズ「音楽が終わったら（Whenthe Music’s Over）」（『まぼろしの世界』
収録）の一節。チェコ語訳［と英語原文］は以下のとおり一一”Cou必lalizemi? Co 
udるlalina品idobre sest:re? Zpusto話ilia vyplenili, rozervali ji a rozkouskovali, 
pr由 odaliji nozi a stran品usvitu”（Rockovapoezie, 1 7). ［”What have they done to 
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な自分たちには手に負えないシステムの哀れで不幸な犠牲者なのだJ(17）。
それゆえに詩的でない言い方をするならこうなるだろう 父親と息子の
世代の心情的疎隔、プチブ、ル ザッパはこれのために「プラスティック ・ピ
ープルJという特別な名称を考案した にたいする反乱、思慮のない自然破
壊一一今日の世界との人間的な接し方と、未来の人類の枝を技術主義的観点か
らみて切断することとのあいだにある、最初のあからさまな矛盾一一、近代国
家の役割と若い市民の車離。
ジェファーソン・エアプレイン、ドアーズ、マザーズ・オブ・インペンショ
ンはこのような世界にたいして反乱を宣言しているが、信奉者の大部分はその
世界から逃げていこうとしている。
60年代後半の「花」と「夏」といえば、フラワー・ムーヴメントとサマー・オヴ・
ラヴ以外になく、しかもロックというのであれば、 1966年ではなく、 1967年のほ
うがふさわしいだろう、という点はひとまず措いておく。まず留意しておかなけれ
ばならないのは、ここでは比喰的な意味ながら「マジカル・ミステリー・ツアー」
が「逃避」として出かけていくものとみなされている点だ。そのとき「私たち」が
置かれていた状況を的確に、あるいはもしこういってよければ、心に訴えるように
表現しているのが「ロックの詩」一一ここではドアーズとザッパの曲一ーだ、ったと
いうのは、後続のパラグラフと比べれば明らかだろう。だが、この「私たちJ
序文に登場する「私たち」ーーはいったい誰なのだろうか。たとえばこの時代の若
者全体のことなのだろうか、それとも「この国」の者たちなのだろうか。ひとつい
えることは、そこでもロック・ミュージシャンが「音楽界からの代弁者たち」とな
りえたということだ。それが「ロマン派的な身振り」だ、ったとしても かりにそ
うし、うものでしかなかったとしても一一、ロックはそこでも意味をもちえたとし、う
the earth? What have they done to our fair sister? Ravaged and plundered and 
ripped her and bit her. Stuck her with knives in the side of the dawn.”］ 
(1吟マザーズ・オブ・インペンション「ホワッツ・ザ・アグリエスト・パート・オ
ブ・ユア・ボデ、ィー ？ (What’s the Ugliest Part of Your Body?) J （『ワィー ・アー ・
オンリー・イン・イット・フォー・ザ・マニー（We’reOnly in It for the Money）』
収録）の一節。チェコ語訳［と英語原文］は以下のとおり一一”Vおchnyna品説tijsou
ubohy,ne討astnyvob品tisystemu, kterej nem低ounijak vovlivnit”（Rock ova 
poezie, 115). ［”＇All your children are poor, unfortunate victims of systems beyond 
their control.”］ 
ロックの詩とともに一一「正常化」時代におけるジャズ。セクションの活動について（2) 13 
ことなのだろう。サイケデリック・ロックが全盛の時代、その「逃避j にドラッグ
文化を重ねて考えることも当然ながらできるだろうが、ひとまずそれは措いておく
ことにしよう。
詩と真実
「宇宙のオデュッセイアJはつづいてし、く。
2.軌道に乗って
まだ依然として地球の近くだが、頭はもうぼんやりとしている。 70年代前半
のイギリス型のアート ・ロック。ジェネシス、キング・クリムゾン、ジェスロ ・
タル。「海に固まれた小）｜、大地、樹木／波が私の島の砂を洗い流す／私の夕
暮れが消えていく／……／少しずつ愛が侵食していく 私の／風雨にさらさ
れた高い壁をj(18）。この世界にかかわりつづる詩的表出、しかし世界はこの惑
星の出来事のリアリティから隔離された島のようなものだ。美と例外的なもの
を求める旅、現実との衝突は人を傷つける。ベイカー・ストリートの女神は人
を熱くする。その前から人は逃げていくーーイ云説の国へ、ヴァルハラへ、血生
キング
臭い王クリムゾンの宮殿へ、レンプラントの絵画《夜警》へ、（自分の個人的
な閉じた世界〉へと。
1970年代に入り、サイケデリック・ロックからアート・ロック、プログレッシブ・
ロックの時代へと変わっていった。「この世界Jのことではあるけれども、かならず
しも「現実」なるものと対峠するのではない、そういう美の追求の仕方もあるので
はないか。現実との衝突に傷ついた者たちが逃げていくことのできる場所も必要だ
ろう。だが、それはいったいどこにあるのか。現実にはないどこか、ありえないど
こか、ありもしないどこか。ここで「私たち」の国の状況に思いをめぐらせてもい
(18）キング ・クリムゾン「アイランズ（Islands）」（『アイランズ（Islands）』収録）
の一節。チェコ語訳［と英語原文］は以下のとおり ”Proud zemるastrom 
obklopeny morem I vlny omyvaji pisek meho ostrova I muj zapad slunce mizi. 
I ... Zrno po zrnu lasky rozru釦.jemoje I zdi vystavene nepohod品．．”（Rockova 
poezie, 96). ［”Earth, stream and tree encircled by sea I Waves sweep the sand 
from my island I My sunsets fade I ... I Grain after grain love erodes my I high 
weathered walls ... "] 
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いだろう。すると、ロックは、その詩は、ささやかながらそういう場所をさしだし
ていたとはいえないだろうか。
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（謎に満ちた不思議な旅〉はさらに進んでいき、序文も最終第3セクションへと
入って行く。
3.全速力
ピンク ・フロイド、イエス。自分の世界が外部にたいして完全に閉ざされて
し、く。上方へ、宇宙というマクロコスモス、もしくは自分の魂というミクロコ
スモスへと。まわりでこれがあらわれることはめったにない。 「進路．万物の
季節」（19）。「戯れながら私たちは愛する。私たちは太陽から来たJ（則。世界は
変わることができない、だから私たちはそれを棄てる。
ここでいわれる「世界Jは「現実Jといし、かえられるかもしれない。ロックととも
に、その詩のなかで「現実」を棄てて、べつの世界へ、「自分の個人的な閉じた世界
へ」と向かう。その旅はまだプログレッシブロックの圏域に留まっているのか。い
や、そうではないらしい。パンクやニューウェイヴとともにロックは「現実」に目
を向けられるようになっていたようだ。
だが地球はどうだろうか、地球では何が起こっているのだろうか。生まれる
のが遅くてこの（宇宙エクスプレス）に乗れなかった者たちは、そこで何をす
るのだろうか。「メイフェアでの驚惇／ノッティング・ヒル・ゲートでの戦い
／大通りをファシス トたちが闘歩する／やつらは社会福祉からせしめている
／電話交換手がホットラインにつないでくれる／おやじ、オレのいうことが聞
こえるか／電話ボックスが壊されている／壁にはただスプレーの文字ばかりj
(19）イエス「神の啓示（TheRevealing Science of God (Dance of the Dawn））」（『海
洋地形学の物語（Talesfrom Topographic Oceans）』収録）の一節。チェコ語訳［と
英語原文］は以下のとおり一一唱m訂：Univerzalni己as”（Rockova.poezie, 146). ［”A 
course towards a universal season.”］ 
(20）イエス「儀式（Ritual(Nous sommes du soleil))」（『海洋地形学の物語（Tales
from Topographic Oceans）』収録）の一節。チェコ語［と英語（とフランス語？）
原文］は以下のとおり一一一”Milujeme,kd同hrajeme-Jsme ze Slunce”（Rock ova 
poezie, 151). ［”We love when we play. Nous sommes du soleil." 
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(21) 。
地球では何も変わりはせず、むしろ事態は悪くなった。しかしおそらく新し
いザッパやモリソンたちが生まれ、新しい道を示してくれているのだ。その道
は現実逃避ではなく、日常生活の状況について意見を述べることのできる、建
設的で詩的な声となることだろう。
「現実」からの「逃避」ではなく、それをみつめる新たなまなざしの獲得。だが、
それは「私たち」の国にあってはかならずしも許されるものではないだろう。かり
にそれを一種のリアリズムとみなすことができると しても、決して社会主義リアリ
ズムのそれにはなりえない。だからこそ、ジャズ・セクションは芸術叢書「ジャズ
ベティ ト」の1冊として、それももっとも早い段階で『ロックの詩』を出し、序文
のなかでこのことを語らなければならなかったのではないか。そこで取り上げられ
ているような「ロックの詩Jは、そもそもすべて社会主義リアリズムなどと呼ばれ
るものの「世界Jとはまったく異質で、まったく相容れることがなかったのだ。と
すれば「マジカル・ミステリー・ツアーJ、あるいはロックの「宇宙のオデュッセイ
アJが「現実」からの「逃避Jとならざるをえなかったのには、文字どおり現実的
な理由があったというべきだろうか。そこに芸術的 ・文化的価値があったのはいう
までもなく、さらにいうなら、そこに出かけていくことはひとつの政治的な身振り
でもあったわけだ。
『ロックの詩』の序文はこのように結ぼれている。
私たち［わが国］にあっては、芸術作品の現実逃避的傾向を拒否すれば、 作
品の価値のすべてをひとまとめにして拒否することになる、と考えるのがしき
たりとなっている。いやまったく、それは違う。たとえばジェネシスのほとん
(21）トム ・ロビンソン・バンド「凶暴のロンドン・タウン（UpAgainst the Wall）」
（『パワー ・イン・ザ・ダークネス（Powerin the Darkness）』収録）の一節。チ
ェコ語訳［と英語原文］は以下のとおり ”Zdるおnina Mayfairu I Bitvy na 
Notting Hill Gate I Po hlavni ulici kr必ifa品isteI Ukradaji ti z blahobytu I 
Telefonista m益spojils horkou linkou I Tato, sly説話m品vu.bee?I Telefonni budka 
je rozbita I Jen napis spraye na st白色”（この訳詞は『ロックの詩』には収められ
ていない。）［”Consternationin Brixton I Rioting in Notting Hill Gate I Fascists 
marching on the high street I Carving up the welfare state I Operator get me the 
hotline I Father can you hear me at all? I Telephone kiosk out of order I Spraycan 
writing on the wall.”］ 
16 ロックの詩とともに一一「正常化」時代におけるジャズ セクションの活動について（2)
どの作品においては自国の社会の重要な特質が見落とされている、という見方
に賛成し、その作品が中産階級に典型的な産物であると述べたとしても、彼ら
アプリオり
の作品の詩的側面が先天的に悪いということにはならない。世界の真理を捉え
るその形式は、まったくべつの特質をいくつももっており、作品は固有の伝統
と自然にかんする詩的なヴィジョンを具え、文化生活における新しく、独自の
関係をいくつも築こうとしている。そしてそれらとともに一一チャベックのチ
ェスタトン風のアフォリズムでいえば 「完成されたもののほうにも不備が
あるから、人を素朴に信じることができるのだんたとえそこから表面的には
マジカノレ ミステリー ツアー
（謎に満ちた不思議な旅）へと逃げているようにみえたとしても。
プラハ、 1979年 10月1日 ヨゼフ・ヴルチェク
ロックが反体制の音楽だなどという言辞はほとんど意味を持たない陳腐なクリシェ
のようなものだが、そこにもし多少なりとも真実があるのだとすれば、それはいっ
たいどういうものなのだろうか。サウンドつ 音楽性？ ミュージシャンの姿勢？
ファッションワ ヘアスタイル？ 増幅される音量？ オーディエンスの振舞い？
そのいずれでもあるのだろう。だが「正常化J時代のチェコスロヴァキアにおいて
は、それがすぐれて文学的な問題にもかかわっていたということを『ロックの詩』
は教えてくれている。
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